
第
57条



［
略
］

第
56条
の
３






［
同
上
］

２
～
５
［
略
］

２
～
５
［
同
上
］

６
第
12条
第
６
項
か
ら
第
８
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
条
第
６
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は






「
第
57条
第
５
項







」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６
第
12条
第
６
項
か
ら
第
８
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
条
第
６
項
中
「
前
項
」
あ
る
の
は





「
第
56条
の
３
第
５
項









」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
78条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
１
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
100万

円
以
下
の
罰

金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

第
78条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
１
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
100万

円
以
下
の
罰

金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

四
第
12条
第
６
項
（
第
22条
第
６
項
、
第
37条
第
６
項
、
第
43条
の
３
の
24第
６
項
、
第
43条
の
20







第
６
項
、
第
50条
第
６
項
、
第
51条
の
18第
６
項
、
第
57条
第
６
項



























又
は
第
64条
の
３
第
８
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
立
入
り
、
検
査
若
し
く
は
試
料
の
提
出
を
拒
み
、
妨

げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

四
第
12条
第
６
項
（
第
22条
第
６
項
、
第
37条
第
６
項
、
第
43条
の
３
の
24第
６
項
、
第
51条
の
18







第
６
項
、
第
56条

の
３
第
６
項













又
は
第
64条
の
３
第
８
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
よ
る
立
入
り
、
検
査
若
し
く
は
試
料
の
提
出
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問

に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

様
式
第
３
（
第
12条



関
係
）

様
式
第
３
（
第
14条



関
係
）

［
略
］

［
同
上
］

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

別
表
第
二

国
際
規
制
物
資
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
関
す
る
表
（
第
一
条
関
係
）

改

正

後

改

正

前

（
国
際
規
制
物
資
の
使
用
に
係
る
変
更
の
届
出
）

（
国
際
規
制
物
資
の
使
用
に
係
る
変
更
の
届
出
）

第
二
条

﹇
略
﹈

第
二
条

﹇
同
上
﹈

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

使
用
の
場
所

二

国
際
規
制
物
資
を
使
用
す
る
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三
〜
五

﹇
略
﹈

三
〜
五

﹇
同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

３

法
第
六
十
一
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
そ
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

（
合
併
及
び
分
割
の
認
可
の
申
請
）

（
変
更
の
届
出
）

第
三
条

法
第
六
十
一
条
の
五
の
二
第
一
項
の
合
併
又
は
分
割
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
当
事
者
が
連
署
（
新
設
分
割
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
署
名
）
し
て
、
こ

れ
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条

法
第
六
十
一
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
そ
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
す

る
こ
と
に
よ
り
行
な
う
も
の
と
す
る
。

一

名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

二

使
用
の
場
所

三

合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
法
人
又
は
分
割
に
よ
り
国
際
規
制
物
資
を

承
継
す
る
法
人
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

四

合
併
又
は
分
割
の
方
法
及
び
条
件

五

合
併
又
は
分
割
の
理
由

六

合
併
又
は
分
割
の
時
期

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

合
併
契
約
書
又
は
分
割
契
約
書
（
新
設
分
割
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
分
割
計
画
書
）
の
写
し

二

前
項
第
三
号
に
規
定
す
る
法
人
が
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

三

そ
の
他
原
子
力
規
制
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

３

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。
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